
 

 

 固定資産（土地）に係る令和９年度基準地価格について  

 

 １ 基準地価格  

  市町村間の土地評価の均衡を確保するための指標となるもので、市町村ごとに地目

別に定められています。 

  ○宅地：各市町村における最高路線価又は各市町村における標準的な宅地の１㎡ 

当たりの価格で最高のもの 

  ○田 

  ○畑  

  ○山林 

   

※ 基準地は市町村内の代表的な１地点ですので、基準地の価格や変動率が市町村

内のすべての土地に当てはまるものではありません。 

 

 ２ 基準地価格の調整方法  

  ○指 定 市 町 村 分 総務大臣が調整し、地方財政審議会固定資産評価分科会

へ報告 

 

 

 

 

 

 

  ○指定市町村分以外 県固定資産評価審議会の審議を経て知事が調整 

 

 ３ 土地評価の均衡化・適正化  

（１）平成６年度評価替えから導入された地価公示価格及び不動産鑑定士による鑑定価

格等の７割を目途とした土地評価の均衡化・適正化を令和９年度においても引き続

き推進することとしています。 

（２）令和９年度評価替えにおいては令和８年１月１日を価格調査基準日として、基準

宅地を含む標準宅地（県内約 11,000 地点）について鑑定評価等を実施しています。 

 

 ４ 地価下落に対応した評価額の修正  

基準地価格は令和８年１月１日時点の価格となりますが、依然として地価の下落傾

向が続いている地域があることから、前回の評価替えと同様に、令和８年７月１日ま

での半年間の地価の変動率を評価額に反映させることができる措置が講じられる予

定です。 

※ 参考として、基準地価格について半年間の下落を反映させた場合の価格を掲載

しています。 

各市町村における標準的な田（畑、山林）のうち、上級に属する一つ

の田（畑、山林）の千㎡当たりの価格 

土地 

宅地‥‥‥‥‥‥長野市（県庁所在地） 

  田  ‥‥‥‥‥‥松本市 

  畑  ‥‥‥‥‥‥塩尻市 

  山林‥‥‥‥‥‥佐久市 

 

長野県の指定市町村 
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